
建替え前、この地にあった逓信ビルで数多く用

いられた正三角形。この「正三角形」をオマー

ジュとして食堂全体に取り入れ、逓信建築の伝

統をつなぐことを意識した。食堂内の連続する

壁には正三角形で構成したグラデーションパ

ターンを配置。入口から奥へと色の明度を下げ、

家具のスタイルや照明の色温度と同調させた。

連続する柱には、社員が企業の歴史を感じられ

るよう年表を配置。年表の数字は正三角形で構

成され、空間全体の調和を図った。
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明るい自然光を取り
入れた食堂最初のエ
リアは、高い明度の
グラデーション壁面
を配置し爽やかな空
間を演出した。

正三角形を用いたグ
ラデーションパター
ン。壁の出隅で色を
切り替えることで、
違和感なくパターン
が連続するよう構成
した。さらに正三角
形の頂点と壁の切り
替わり位置を合わせ
ることで、グラフィッ
クと建築との調和を
図った。
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ペンダントライトと
木質家具がやわらか
な印象を与える食堂
中央エリアは、中間
明度のグラデーショ
ン壁面を配置し、暖
かみのある空間を演
出した。

ゆったりとした低座
の家具で構成された
食堂奥のエリアは、
低い明度のグラデー
ション壁面を配置
し、落ち着いた空間
を演出した。
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連続する柱には、社
員が企業の歴史を感
じられるよう年表を
配置。年表の数字は
正三角形で構成され、
空間全体の調和を
図った。また大きく
表示した年号は待ち
合わせ用のサインと
しても機能する。
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広島県出身の社員に
よって貼られた、「厳
島神社」「広島城」「広
島カープ」などのご
当地切手。社員それ
ぞれが自分の出身地
に想いをのせて切手
をコラージュした。

食堂中央のステージ
に配置した日本地図。
社員の想いをつなぐ
役割として、日本全
国の社員から集めた
使用済み切手を利用
し、社員自らの手で
制作された。
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